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富山県氷見沖の洋上設置型深層水利用実験装置
「豊洋」に出現した汚損生物(短報)

藤田大介

(1990年11月29日受理)

Marine Fouling Invertebrates and Algae Occurred on 'Ho-Yo' ， 

An Ocean-based Artificial Upwelling Experimental Facility， 

off Himi， Toyama Bay， ]apan(Shart paper). 

Daisuke FUJITA * 

The marine fouling flora and fauna on the surface of mooring buoy (0-1 m 

depth) and pipe (0ー20m depth) of' Ho-yo' ， an ocean-based artificial upwelling 

experimental facility， off Himi， Toyama Bay， were investigated in summer of 

1989，1 year after setting in the sea. Hitherto 12 algal and 20 invertebrate 

species were identified. The diversity of species was the highest on the 

lateral surface of the buoy. Most of the algae and spiny oyster Saccoslrea 

kegaki confined to there， whereas white ascidian Styela tlicata grew only on the 

bottom surfaωof the buoy. Red barnacle Mゆbalanusrosa was the most dominant 

species on the pipe. The standing crop， density and mean individual weight of 

the barnacle decreased in deeper areas. The small bivalve Musculus仰sioand 

red alga Ceramium cim加fcumwere found only on the shells of the barnacles. The 

barnacles provided not only their shells for a variety of epibionts but also 

interspaωs between individuals for polychaetes. The bamacle was thought to be 

important for increasing the diversity of marine fouling community. 

Key words: invertebrate， ocean-based artificial upwelling experimental facility， 

marine algae， marine fouling， Toyama Bay. 

富山湾では定置網が数多く敷設されており，今後も種々の海洋構築物の設置が盛んにな

ると思われる o このため，これらに付着して機能を低下させる生物汚損に関する研究が必

要となってきているが，富山湾内の海洋構築物における生物汚損に関する報告はない。富

山湾に出現する汚損生物のうち，沿岸の海藻についてはこれまで多くの研究が行われてき

たが(藤田・泉 1989を参照)，無脊椎動物についてはわずかに布村・南部(1981)の報

告があるに過ぎないo 著者は富山県氷見市脇1中東4.2km(水深約300m)の地点に係留され

事富山県水産試験場 (ToyamaPrefectural Fisheries Experiment Station， Namerikawa， Toyama 

936， ]apan) 
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た洋上設置型深層水利用実験装置「豊洋」のプイ及び取水管に付着した汚損生物相を調査

する機会を得たので報告する o

「豊洋」の装置の構造と機能については木谷・長田(1989)が詳しく述べているのでこ

こでは省略するが，調査したプイは「豊洋Jの係留に用いられた鋼鉄製の支持プイ(上面

直径500佃×底面直径250佃×高さ400cm)で1988年8月11日に設置され，波当たりが強かっ

た。取水管(長さ250m)は1988年8月9日に設置されたもので，冬期はプイに吊り下げら

れ，夏の実験期間中は「豊洋J中央の開口部から海中に垂直に降ろされていたため，浅所

では波が直接当たらないと思われた。取水管については上部の硬質ゴム製フレキシプルホー

ス(約20m)の範囲で調査した。プイ及び取水管はいずれも特別な防汚処置はなされてい

なかったo 設置約 1年後の1989年8月21日にSCUBA潜水を行い，プイの側面(水深Om)

及び底面(水深1m)，取水管の水深0，10及び20mで 1箇所ずつ， 600cof (=20佃 X30畑)

の方形枠内の生物をタガネで掻き取り試料を採集した。試料はそれぞれ布袋に入れて水産

試験場に持ち帰り， 10%ホルマリン溶液で固定し，後日同定及び湿重量の測定を行った。

これまでに同定できた汚損生物は藻類12種及び無脊椎動物20種である (Table1)。こ

のほか，シリス科のゴカイ数種及びヨコエピ亜回数種が採集されている。

藻類の出現種の中ではアナアオサUlvapertusa Kjellmanの現存量が最も大きく，プイ

の側面では600cof当たり 15.7gであった。採集部位別に見ると，プイの側面で11種と最も

多く，ブイ底面及び取水管では3----4種の小型種が見られたに過ぎなかった。

無脊椎動物の出現種の中ではアカフジツポMegabalanusrosa (Plis bry)の現存量が最も

多く，取水管の水深Omでは600cof当たり 1，186.2gにも達した。種数を採集部位別にみる

と，プイ側面で15種と最も多く，プイ底面で14種，取水管では6----9種となっていた。固着

性動物に限って見ると，ケガキSaccostreakegaki Torigoe et Inabaはプイ側面，シロポ

ヤStyelaplicata (Lesueur)はプイ底面にのみ見られた。

海藻及び無脊椎動物の種数及び着生量の差は受光量，波浪及び基質となる無脊椎動物相

の違いが影響を及ぼしていると考えられる。

現存量の最も大きかったアカフジツポについてみると，現存量，密度のいずれの値も大

きく，これらの値は取水管では水深が浅いほどで大きかったo 現存量及び密度 (Table1) 

から算出した採集部位別の平均個体湿重量をTable2に示したが，この{直は密度の低かっ

たプイ底面で大きく，取水管では深くなるに従って小さくなる傾向が見られた。また，ア

カフジツポは高密度の場所では殻の下部が柄のように伸びていた。このような個体湿重量

や形態に見られた変化は一種の密度効果と考えられる。

アカフジツポの殻板には藻類やコケムシ類などが多く着生していたほか，個体間の間隙

はゴカイ類の生活空間となっていた。特にチピタマエガイ Musculus仰sioA. Adams及

びマツバライギスCeramiumdmbricum H. Petersenはアカフジツポの殻板上にしか見ら

れず，アカフジツポは汚損生物群集の多様性を増すのに重要な存在となっていると考えら

れた。

なお， 1990年 8月の実験終了後，取水管が切断されて引き上げられたので，汚損生物相

の観察を行ったところ，フジツポ類は水深30m付近まで，オベリナ類は水深150m付近ま

で付着していたo ただし，この取水管は1990年 5月に新たに投入されたもので，浸水期間

が約 3カ月と短かし汚損生物群集はあまり発達していなかった。
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Table 1. Standing crop (wet weight/600cnf) and density (number/600cnf in parenthe-
ses) of fouling algae and invertebrates appeared on the surface of a buoy(O-
1m) and a pipe(0-20m depth) of ' Ho・Yo'， an ocean-based artificial upwellin 
g facility. Samples in 600cnf were collected by SCUBA diver on Aug. 21， 
1989. 1 year after setting in the sea. off Himi. Toyama Bay. Species with 
asterisk ( *) are new to marine flora and fauna of Toyama Prefecture. 

藤田:氷見沖の洋上型深層水利用実験装置に出現した汚損生物
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Table 2. Mean individual weight( g) of red barnacle 脆 'gabalanusrosa 

attached on the lateral(Om) and bottom (1m) surface of 

mooring buoy and 0-20 m depth of the pipe. 

Mooring buoy Pipe 

Depth(m) O(Lateral) 1 (Bottom) 。 10 20 

Weight( g) 13.1 19.9 15.0 13.6 6.8 
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